
資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
基本目標　Ⅰあらゆる分野での男女共同参画の促進

施策の基本的方向　１施策や方針決定過程などへの女性の参画の促進

　　　　施策の内容　（１）事業所・各種団体への女性登用の働きかけ

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

勤労者実態調
査の実施

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討

産業振興課

女性の社会参
画の啓発

町民課
（企画課）

町の広報紙、ホームペー
ジによる情報提供が不十
分だった。今後は啓発の
仕方など検討する必要
がある。

　
Ⅰ－２－（２）

各種団体役員
への女性登用
の促進

各課

・団体によっては、女性
の割合が高いものがあ
る。
・偏りをなくしていくことが
理想。

　
Ⅰ－１－（２）

　　　　施策の内容　（２）町審議会などへの女性委員の登用の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

女性登用率の
向上

各課

各審議会・委員会などの
主管課へ女性委員の登
用を推進するよう通知し
ていきます。

Ⅰ－１－（２）

職指定委員の
見直し

町民課
（企画課）

各審議会・委員会などの
主管課へ女性委員の登
用を推進するよう通知し
ていきます。

Ⅰ－１－（２）

　　　　施策の内容　（３）均衡ある町職員採用や管理職への女性登用の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

管理職への女
性登用の推進

総務課 Ⅰ－１－（１）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

性別にとらわれない登用向上が、より
図られるよう実態調査のあり方を検
討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、女性登用向上を図ります。
・無作為抽出２５０社対象
アンケート方式

町内企業役２５０社を対象にアンケー
ト調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたた
め、リーマンショック以降の実態と大き
く乖離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１
２月に町内の主な自動車関連業者を
数社企業訪問して、聞き取りによる実
態把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分
野に及んだことから、町内の主要企
業数社に対して、１１月末に商工会
担当者とともに企業訪問を実施し
て、聞き取りによる町内企業の実態
把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなか
で、引き続き、アンケート調査を実施
する必要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業訪
問を実施。
※平成２３年度に予定していた「勤
労者実態調査」については、実施す
ることとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続し
て実施する予定。

町内各種団体などに対し、役員に女
性登用が図られるよう会議などの場
を通して働きかけをしていきます。

審議会における女性委員の登
用を推進するよう各課に通知
文を送付

休止 休止 休止 休止

広報紙、ホームページなどを通じて、
企業や団体などへの女性の社会参
画の啓発を行います。

男女共同参画週間に合わせ、
広報さむかわ６月号に職場と
家庭の両立を上手くこなしてい
る町内で働く女性を紹介した。

休止 休止 休止 休止

町内各種審議会、委員会などの職指
定委員の見直しをすることにより、女
性委員の拡大を図ります。

審議会における女性委員の登
用を推進するよう各課に通知
文を送付

休止 休止 休止 休止

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

町内各種審議会、委員会などでの女
性登用を呼びかけ、登用率の向上を
図ります。

審議会における女性委員の登
用を推進するよう各課に通知
文を送付

休止

能力や意欲のある女性の管理職へ
の登用を推進します。

４月１日現在
女性管理職数０人（0.0%）
（参考）
一般行政の女性職員数　　　５
４人（21.9%)

４月１日現在
女性管理職数１人（2.7%）
（参考）
一般行政の女性職員数　　　５
７人（22.7%)

４月１日現在
女性管理職数3人（6.3%）
（参考）
一般行政の女性職員数　　　５
６人（23.0%)

４月１日現在
女性管理職数5人（10.6%）
（参考）
一般行政の女性職員数
５７人（24.3%)

４月１日現在
女性管理職数7人（15.9%）
（参考）
一般行政の女性職員数　　　　５
７人（24.7%)

1



資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
施策の基本的方向　2女性の人材育成

　　　　施策の内容　（１）女性の人材育成の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

勤労者実態調
査の実施
（再掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

パソコン講座の
充実

産業振興課

・自身のスキルアップの
みを目的とする受講者と
就労のためのスキルアッ
プを目的とする受講者と
を区別することができな
い。

１－２－（１）

さむかわ町民
大学や出前講
座の開催

生涯学習課

各種講座等事業実施の
情報提供が充分とは言
えないことから、年間事
業のダイジェスト版を全
戸配布したい。

Ⅰ－２－（２）
Ⅲ－２－（４）
Ⅳ－１－（２）
Ⅳ－２－（１）

　　　　施策の内容　（２）女性の人材の情報提供

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

社会的活躍をし
ている女性の情
報提供

町民課
（企画課）

町の広報紙のみではな
く、ホームページをもっと
有効に活用する必要が
ある。

Ⅰ－２－（２）　　Ⅲ
－２－（３）　　　Ⅳ
－１－（１）　　　Ⅳ
－１－（２）　　　Ⅳ

－２－（１）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

第１回
・パソコン入門コース　１０名
・エクセル初級コース　１２名
・ワード初級コース　１１名
第２回
・パソコン入門コース　９名
・エクセル初級コース　１３名
・ワード初級コース　７名
第３回
・エクセル中級コース　１２名
・ワード中級コース　１２名
※再就職支援要素を含む。

第１回
・エクセル初級コース　７名
・ワード初級コース　５名
第２回
・エクセル中級コース　６名
・ワード中級コース　７名

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

性別にとらわれず、人材育成がより
図られるよう、実態調査のあり方を検
討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、女性登用向上を図ります。
・無作為抽出２５０社対象
アンケート方式

町内企業役２５０社を対象にアンケー
ト調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたた
め、リーマンショック以降の実態と大き
く乖離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１
２月に町内の主な自動車関連業者を
数社企業訪問して、聞き取りによる実
態把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分
野に及んだことから、町内の主要企
業数社に対して、１１月末に商工会
担当者とともに企業訪問を実施し
て、聞き取りによる町内企業の実態
把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなか
で、引き続き、アンケート調査を実施
する必要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業訪
問を実施。
※平成２３年度に予定していた「勤
労者実態調査」については、実施す
ることとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続し
て実施する予定。

男女共同参画
に関するセミ
ナーの開催

男女のセミナーや男と女のおしゃれ
講座、男女共同参画セミナー参加の
推進を図ります。男性の参加も推進
するとともに内容の充実を図ります。

町民課
（企画課）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全３回）
はじめてのアサーティブトレー
ニング　　　　　　　　　　　　　　平
成１８年１１月９日（木）・１６日
（木）・２２日（水）
参加者１０４名
（男１２名、女９０名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全３回）
子育て学級「勇気付けの子育て・
夫婦のわかち愛、思春期の子育
て」
平成１９年１１月９日（金）・１７日
（土）・２０日（火）
参加者２４名（男２名、女２１名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
女性のためのセルフディフェン
ス　　　　　　　　　　　　　　　　平
成２１年１月２０日（火）・２７日
（火）
参加者１５名　（女性のみ）

女性の就業能力向上のための各種
講座を開催します。

第１回
・エクセル中級コース　４名
・ワード中級コース５名
第２回
・エクセル初級コース　１０名
・ワード初級コース　１１名
・エクセル中級コース　１０名
・ワード中級コース　１１名

第１回
・パソコン入門コース　１２名
・エクセル初級コース　１１名
・ワード初級コース　１０名
第２回
・パソコン入門コース　１０名
・エクセル初級コース　１２名
・ワード初級コース　８名
・エクセル中級コース　９名
・ワード中級コース　９名

第１回
・パソコン入門コース　１２名
・エクセル初級コース　１２名
・ワード初級コース　８名
第２回
・パソコン入門コース　１０名
・エクセル初級コース　１２名
・ワード初級コース　１０名
第３回
・エクセル中級コース　１２名
・ワード中級コース　１２名

２市１町（藤沢市・茅ヶ崎市・寒
川町）広域連携事業・講演会
「共に生きるフォーラムふじさ
わ」の案内を広報さむかわに掲
載し、町民の参加を募った。

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
リラクゼーション・護身術
平成２２年１月１９日（火）・２６日
（火）
参加者１５名　（女性のみ）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
護身術で守ろう、自分のこころと
からだ
平成２３年２月４日（金）・　１８日
（金）　　　　　　　　　　　　　　参加
者２５名　（女性のみ）

・定員に対して参加者が
少ない。　　　　　　　　　・
参加できる世代が限られ
てしまう。　　　　　　　　・
土、日の曜日開催など工
夫が必要。

男と女のおしゃれ講座
心の健康考えましょう
平成１９年２月３日（土）　　　参
加者４５名　　　　　　　　　（男１
７名、女２８名）

男と女のおしゃれ講座
春休み親子クッキング教室
平成２０年３月２９日（土）
参加者９名　（男２名、女７名）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年３月２８日（土）
参加者１１名（男性のみ）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年１０月２４日（土）
参加者２１名（男性のみ）

２市１町藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町
広域連携事業
「男女共同参画週間特別講演会
～男女がともに思いやり、いきい
き過ごせるまちづくり～」
平成２２年６月２５日（金）
講師：前千葉県知事
堂本　暁子氏

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

各分野の講座、教室の実施によって
女性の人材育成を図ります。

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１１７講座（３９１回）
延べ参加者１０，７０６人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数４講座
職員派遣数４件
利用団体数４団体
受講者数９９人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１３４講座（４９１回）
延べ参加者１３，５１７人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数８講座
職員派遣数８件
利用団体数７団体
受講者数２７１人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１２６講座（４４１回）
延べ参加者１０，６５２人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数３講座
職員派遣数４件
利用団体数３団体
受講者数１２８人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１３９講座（５１１回）
延べ参加者１２，３７２人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数９講座
職員派遣数１１件
利用団体数７団体
受講者数２００人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１２７講座（４５０回）
延べ参加者１１，０４６人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主催
する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数１０講座
職員派遣数１１件
利用団体数８団体
受講者数２２６人

広報紙、ホームページなどを通じて社
会的活躍をしている女性の情報提供
をします。

男女共同参画週間に合わせ、広
報さむかわ6月号に、職場と家庭
の両立を上手くこなしている町内
で働く女性を紹介した。

休止 休止 休止 休止
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

基本目標　Ⅱ男女の人権の尊重

施策の基本的方向　１女性に対する暴力の根絶

　　　　施策の内容　（１）配偶者などからの暴力に対する意識啓発と相談事業の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

DV窓口対応の
充実

町民課

検討した結果、専門相談
員は配置せず、担当職
員のレベルアップを図っ
た。

緊急一時保護
事業への支援
や関係機関と
の連携

企画課
（町民課）

引き続き、被害者の保護
と自立に向けた支援を行
う。

Ⅱ－１－（１）

　　　　施策の内容　（２）セクシュアル・ハラスメント防止のための意識啓発の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

セクハラ防止の
意識啓発

総務課 Ⅱ－１－（２）

人権相談業務 町民課
相談件数が少ない。利用
促進を図るため、周知を
していきたい。

Ⅱ－２－（１）

施策の基本的方向　２人権に対する相談・情報提供の充実

　　　　施策の内容　（１）人権に対する相談事業の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

人権相談業務
(再掲）

町民課
相談件数が少ない。利用
促進を図るため、周知を
していきたい。

Ⅱ－２－（１）

　　　　施策の内容　（２）人権に関する情報提供の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

人権尊重のた
めの情報提供
の充実

町民課
(企画課）

引き続き周知徹底を図
る。

Ⅱ－１－（１）

Ⅰ－２－（２）　　Ⅲ
－２－（３）　　　Ⅳ
－１－（１）　　　Ⅳ
－１－（２）　　　Ⅳ

－２－（１）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

関係機関との連携を図り、被害者の
保護と自立に向けた支援を行いま
す。

神奈川県、寒川町、民間団体
の協働による女性への暴力に
対する緊急一時保護事業の協
定締結。

神奈川県、寒川町、民間団体
の協働による女性への暴力に
対する緊急一時保護事業の協
定締結。

神奈川県、寒川町、民間団体
の協働による女性への暴力に
対する緊急一時保護事業の協
定締結。

神奈川県、寒川町、民間団体の
協働による女性への暴力に対
する緊急一時保護事業の協定
締結。

神奈川県、寒川町、民間団体の
協働による女性への暴力に対す
る緊急一時保護事業の協定締
結。

相談室(スペース）の設置や専門相談
員の配備などを検討します。

相談室(スペース）の設置専門
相談員の配備について検討

庁舎１階に相談室を設置、専門
相談員の配置について検討し
た結果、担当職員のレベルアッ
プを図ることとした。

関係機関との連携や広報紙などセク
シュアル・ハラスメント防止のための
意識啓発を進めます。町職員におい
ては、研修の実施や職員相談・委員
会・相談窓口などの制度の周知を図
ります。

セクシュアルハラスメント苦情
処理委員会、苦情処理担当相
談員の設置
処分件数０件
相談件数０件

セクシュアルハラスメント苦情
処理委員会、苦情処理担当相
談員の設置
処分件数０件
相談件数０件

セクシュアルハラスメント苦情
処理委員会、苦情処理担当相
談員の設置
処分件数０件
相談件数０件

セクシュアルハラスメント苦情処
理委員会、苦情処理担当相談
員の設置
処分件数０件
相談件数０件

セクシュアルハラスメント苦情処
理委員会、苦情処理担当相談員
の設置
処分件数０件
相談件数０件

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

セクシュアル・ハラスメントなどの人権
相談を行い、性別にかかわらず人権
の尊重を図ります。

月２回実施 月２回実施 月２回実施 月２回実施 月２回実施

広報さむかわに「女性の人権
ホットライン」「配偶者等からの
暴力に関する相談窓口」の案内
を掲載
庁舎の女子トイレに「DV相談窓
口のご案内」パンフレットを設置

広報さむかわに「女性の人権
ホットライン」「配偶者等からの暴
力に関する相談窓口」の案内を
掲載　　　　　　　　　　　　　庁舎の
女子トイレに「DV相談窓口のご
案内」パンフレットを設置

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

セクシュアル・ハラスメントなどの人権
相談を行い、性別にかかわらず人権
の尊重を図ります。

月２回実施 月２回実施 月２回実施 月２回実施 月２回実施

男女共同参画
に関するセミ
ナーの開催
（再掲）

男女のセミナーや男と女のおしゃれ
講座、男女共同参画セミナー参加の
推進を図ります。男性の参加も推進
するとともに内容の充実を図ります。

町民課
（企画課）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全３回）
はじめてのアサーティブトレー
ニング　　　　　　　　　　　　　　平
成１８年１１月９日（木）　　　・１
６日（木）・２２日（水）
参加者１０４名
（男１２名、女９０名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全３回）
子育て学級「勇気付けの子育て・
夫婦のわかち愛、思春期の子育
て」
平成１９年１１月９日（金）　　　　・
１７日（土）・２０日（火）
参加者２４名（男２名、女２１名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
女性のためのセルフディフェン
ス　　　　　　　　　　　　　　　　平
成２１年１月２０日（火）　　　・２
７日（火）
参加者１５名　（女性のみ）

広報紙やホームページ、町の公共施
設などを通じて情報提供します。

広報さむかわに「女性の人権
ホットライン」「配偶者等からの
暴力に関する相談窓口」の案
内を掲載
庁舎の女子トイレに「DV相談窓
口のご案内」パンフレットを設
置

広報さむかわに「女性の人権
ホットライン」「配偶者等からの
暴力に関する相談窓口」の案
内を掲載　　　　　　　　　　　　庁
舎の女子トイレに「DV相談窓口
のご案内」パンフレットを設置

広報さむかわに「女性の人権
ホットライン」「配偶者等からの
暴力に関する相談窓口」の案
内を掲載　　　　　　　　　　　庁
舎の女子トイレに「DV相談窓口
のご案内」パンフレットを設置

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
リラクゼーション・護身術
平成２２年１月１９日（火）　　　・
２６日（火）
参加者１５名　（女性のみ）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
護身術で守ろう、自分のこころと
からだ
平成２３年２月４日（金）　　　　　・
１８日（金）
参加者２５名　（女性のみ）

・定員に対して参加者が
少ない。　　　　　　　　・参
加できる世代が限られて
しまう。　　　　　　　　・土、
日曜日の開催など工夫
が必要。

男と女のおしゃれ講座
心の健康考えましょう
平成１９年２月３日（土）　　　参
加者４５名　　　　　　　　　（男１
７名、女２８名）

男と女のおしゃれ講座
春休み親子クッキング教室
平成２０年３月２９日（土）
参加者９名　（男２名、女７名）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年３月２８日（土）
参加者１１名（男性のみ）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年１０月２４日（土）
参加者２１名（男性のみ）

２市１町藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町
広域連携事業
「男女共同参画週間特別講演会
～男女がともに思いやり、いきい
き過ごせるまちづくり～」
平成２２年６月２５日（金）
講師：前千葉県知事　　　　　　　堂
本　暁子氏

２市１町（藤沢市・茅ヶ崎市・寒
川町）広域連携事業・講演会
「共に生きるフォーラムふじさ
わ」の案内を広報さむかわに掲
載し、町民の参加を募った。
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

さむかわ町民
大学や出前講
座の開催
（再掲）

生涯学習課

各種講座等事業実施の
情報提供が充分とは言
えないことから、年間事
業のダイジェスト版を全
戸配布したい。

Ⅰ－２－（２）
Ⅲ－２－（４）
Ⅳ－１－（２）
Ⅳ－２－（１）

施策の基本的方向　３生涯を通じた心身の健康づくりの充実

　　　　施策の内容　（１）男女の心とからだの健康づくりの充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

健康相談の充
実

健康課

事業参加の後、個別で相
談を継続するケースが微
増しています。（健康に関
するあらゆる内容の相談
に対応できるように職員
個々に努力をしていま
す。）

Ⅱ－３－（１）
Ⅱ－３－（３）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）

パパ・ママ教
室、母親教室の
開催

健康課

Ｈ２１年度参加率36.1%、Ｈ
２２年度37.7%で40%台に達
していない。理由の一つと
して夏冬の参加率が低い
ことが考えられるので、そ
の時期の対象者には電話
か文書にて参加を促す等
で参加率40%を目指した
い。

Ⅱ－３－（１）
Ⅱ－３－（２）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

健康課

・２１年度実施後、３課で検討の結
果、合同実施は休止。
・２２年度、乳がん検診普及啓発の
ための事業に切り替え、講演会と
乳がん自己触診の実習および乳が
ん検診見学会を１回実施。

スポーツ
振興課

新たな事業へ移行　　　　２
４年度は「スポーツの日」と
して別の形で実施。

Ⅱ－３－（１）

福祉課

健康課

・２１年度実施後、３課で検討
の結果、合同実施は休止。
・２２年度、乳がん検診普及
啓発のための事業に切り替
え、講演会と乳がん自己触
診の実習および乳がん検診
見学会を１回実施。

スポーツ
振興課

福祉課

各分野の講座、教室について学習メ
ニューから選び学習します。

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１１７講座（３９１回）
延べ参加者１０，７０６人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数４講座
職員派遣数４件
利用団体数４団体
受講者数９９人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１３４講座（４９１回）
延べ参加者１３，５１７人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数８講座
職員派遣数８件
利用団体数７団体
受講者数２７１人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１２６講座（４４１回）
延べ参加者１０，６５２人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数３講座
職員派遣数４件
利用団体数３団体
受講者数１２８人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１３９講座（５１１回）
延べ参加者１２，３７２人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主
催する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数９講座
職員派遣数１１件
利用団体数７団体
受講者数２００人

＜さむかわ町民大学＞
各課の実施する町民向けの講座、教室
・計１２７講座（４５０回）
延べ参加者１１，０４６人
＜出前講座＞
町民グループの申請に応じてグループが主催
する学習会等町職員を講師として派遣
依頼講座数１０講座
職員派遣数１１件
利用団体数８団体
受講者数２２６人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

健康スタッフ（保健師・看護師・栄養
士・歯科衛生士）による健康相談（い
こいの家相談、成人の健康相談）を
実施していきます。

＜健康相談＞
８９回のべ１９５人
＜老人憩いの家健康相談＞
１２回のべ３０３人
＜成人の健康相談＞
６回４００人
（健康課本庁舎移転に伴い、健
康管理センターでの健康相談廃
止）

＜健康相談＞
１０７回のべ１７０人
＜老人憩いの家健康相談＞
１２回　のべ２６９人
（相談及び臨時職員の雇用は
年度末をもって終了）
＜成人の健康相談＞
６回４３５人

＜健康相談＞
１１６回のべ２２８人
＜成人の健康相談＞
６回３８８人
（看護師雇用を終了）
（いこいの家健康相談終了）

＜健康相談実施＞
１４７回のべ９１９人
＜成人の健康相談実施＞
６回３１８人
（歯科衛生士雇用を終了）

＜総合健康相談＞
１０２回のべ３００人
＜成人の健康相談実施＞
３回２２２人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

妊娠中の健康管理、赤ちゃんのお世
話の仕方、沐浴実習、お産のすすみ
方、仲間づくり、妊娠中の栄養、食事
記録のチェックやグループワークを行
います。

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７６人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　５６人
夫実人数　４８人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６０人
夫実人数　５４人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６５人
夫実人数　６０人

年間４コース開催
母親教室とパパママ教室をドッキン
グさせ、父親・母親教室に名称変更
した。どの日程でも父親の参加を呼
びかけ、沐浴の指導は日曜日に開
催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　７４人
夫実人数　５１人

年４回コース開催
昨年同様沐浴指導は日曜日に
開催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　６９人
夫実人数　５３人

緊急財政対策のため事業休止
※社会福祉協議会主催の寒川町ふ
れあい福祉フェスティバルを実施
参加者数　約1,000人
出店団体数　33団体

緊急財政対策のため事業休止

町民体育祭部会及び健康スポレク
部会の２部会構成にて開催
＜町民体育祭部会＞
実施内容：運動会
参加者数：3,500人
＜健康スポレク部会＞
実施内容：体力測定
各種レクリエーション
参加者数：600人

町民体育祭部会及び健康スポレク
部会の２部会構成にて開催
＜町民体育祭部会＞
実施内容：運動会
参加者数：3,500人
＜健康スポレク部会＞
実施内容：体力測定
各種レクリエーション
参加者数：600人

町民体育祭部会及び健康スポレク
部会の２部会構成にて開催
＜町民体育祭部会＞
実施内容：運動会
参加者数：3,500人
＜健康スポレク部会＞
実施内容：体力測定
各種レクリエーション
参加者数：600人

町民体育祭部会及び健康スポレク
部会の２部会構成にて開催
＜町民体育祭部会＞
実施内容：運動会
参加者数：3,500人
＜健康スポレク部会＞
実施内容：体力測定
各種レクリエーション
参加者数：600人

緊急財政対策のため事業休止
ふれあい・ス

ポーツ・健康ま
つりの開催

町民の親睦と協調を図り、より一層の
ふれあいと連帯感を高め、健康で活
力ある住みよいまちづくりを推進しま
す。

第８回のべ参加者14,000人
健康づくり部会4,000人

第９回のべ参加者14,000人
健康づくり部会3,600人

第１０回のべ参加者13,400人
健康づくり部会3,700人

第１１回のべ参加者12,200人
健康づくり部会2,500人

ふれあい福祉部会
参加者数　　　6.000人
出店団体数　31団体

ふれあい福祉部会
参加者数　　　5.500人
出店団体数　33団体

ふれあい福祉部会
参加者数　　　5.500人
出店団体数　31団体

ふれあい福祉部会
参加者数　　　5.500人
出店団体数　32団体

（乳がん検診普及啓発のための
事業に切り替え、講演会および
検診者見学会を実施）

４部会構成での開催を始めて
数年が経過し、様々な問題点
が浮上してきた。そのため、今
後の事業の在り方を検討する
ため、担当間で打合せを行っ
た。

前年では解消できなかった、新
たに浮上した問題等を解消す
るため、引き続き打ち合わせを
行った。 　

ふれあい・ス
ポーツ・健康ま
つりのあり方を

検討

ふれあい・スポーツ健康まつりのあり
方を検討し、さらに健康で活力あるす
みよいまちづくりを推進します。

健康課（健康づくり部会）は、ま
つりの中での健康普及は十分
できたと考えている。今後は、
不特定多数へ啓発を行う、まつ
りという形態から、個別への啓
発へと転換していく

会場内での参加者の流れ（各部会
間）を研究し、４部会構成（合同）に
ついて、検討した。

会場内での参加者の流れ（各部会
間）を研究し、４部会構成（合同）に
ついて、検討した。
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

（仮称）総合型
スポーツクラブ
設立の検討

スポーツ
振興課

勤労者実態調
査の実施
（再掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

　　　　施策の内容　（２）女性の性の尊重

　　　　施策の内容　（２）女性の性の尊重

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

心とからだに関
する講座の開
催

健康課

・講座が定員割れになら
ないよう、周知に力を注
ぎたい。　　　　　　　　　　・
参加したくなるような講座
企画に努めたい。 Ⅱ－３－（１）

Ⅱ－３－（１）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）

「いつでも、どこでも、だれでも、いつ
までも」スポーツを楽しむことができる
社会を実現するために、地域住民が
自ら運営・管理する新スポーツクラブ
のシステムづくりを検討します。

５月に寒川総合スポーツクラブ
として発足。当年より、各種ス
ポーツ教室を行った。

年間を通して団体の周知を行
い、認知度を高めることに努め
た。

学校を利用して、定期的に
様々なスポーツ教室を始めると
ともに、初心者向けのスポーツ
教室を行う等事業の拡充を
図った。

スポーツ教室、チャレンジス
ポーツの内容を充実させる事を
目的に種目数を増やした。ま
た、２月に体育協会、レクリエー
ション協会と共同してマラソン大
会等を実施。

更なる教室数の拡充を図った。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

こころとからだの健康づくりの充実に
ついて実態調査のあり方を検討しま
す。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

町内事業所に勤務する労働者の実態
を明らかにし、今後の労働行政の基礎
資料とすることを目的に３年ごとに実施
し、その結果を通知することによって、
労働者のこころとからだの健康づくりに
ついて推進します。
・無作為抽出２５０社対象　　　　　　　ア
ンケート方式

町内企業役２５０社を対象にアンケー
ト調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたた
め、リーマンショック以降の実態と大き
く乖離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１
２月に町内の主な自動車関連業者を
数社企業訪問して、聞き取りによる実
態把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分
野に及んだことから、町内の主要企
業数社に対して、１１月末に商工会
担当者とともに企業訪問を実施し
て、聞き取りによる町内企業の実態
把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなか
で、引き続き、アンケート調査を実施
する必要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業訪
問を実施。
※平成２３年度に予定していた「勤
労者実態調査」については、実施す
ることとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続し
て実施する予定。

公民館講座の
実施

公民館講座を通じて、健康で明るい
生活を送るために健康に対する意識
の高揚と健康づくりを推進します。
（健康セミナーなど）

公民館

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２９人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

＜初心者リズム体操教室＞
身体に合わせたリズムに乗って
体操することにより、健康増進
を図った。
全2回　延べ人数40人

＜リズムストレッチ体操教室＞
リズムに合わせてストレッチ体操
をして健康増進を図った。
全３回　延べ人数４６人

健康づくりに関する講座
や子育て支援に繋がる
講座は実施できたが、家
庭での男女平等教育の
推進にかかる講座の実
施が少なかった。男女平
等教育とは何かを含め、
講座の実施について検
討する必要がある。

＜健康セミナー＞
丈夫な体をつくり健康について
考えた。　　　　　　　　　　　人数
１８人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　　人数
１５人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　全2回
延べ人数３２人

　＜ジュニア料理教室＞
家庭で作る簡単料理を習い、家
事に親しみ栄養の大切さを学
ぶ。
全2回　延べ人数19人

＜子ども茶会＞
五感のすべてを使って楽しむ茶
道の世界を学び、和の空間で茶
会を体験した。
全１回　人数１２人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

２２年度実施状況

発達段階に応じた食育や運動に関す
る講座（生活習慣セミナー）、運動に
よる健康づくりや心のセミナーを開催
します。

身体活動・運動・食生活・
その他　　　　　　　　　　　　　　７
８回1,845人

身体活動・運動・食生活・
その他
４８回1,079人

身体活動・運動・食生活・　　そ
の他
２６回574 人

身体活動・運動・食生活・その他実施
＜ヨガセミナー＞
９回４３０人
＜休養とこころのセミナー＞
３回８１人
＜健康づくり講演会＞
～素敵になれるおしゃれ講座～　　　　　　　　　１
回４２人
＜健康づくり講座＞
～骨と関節トラブル予防法～
２回８１人
＜健康づくり体操＞
２０回1,399人

身体活動・運動・食生活・　　　　　　そ
の他　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜
ヨガセミナー＞
４回２２３人
＜乳がん予防の話＞
３回４１人
＜健康づくり体操＞
２１回1,428人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさ
ばき方と料理をした。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさば
き方と料理をした。
人数１７人

＜男の料理教室＞
男女がお互い尊重し、性別に
関係なくその個性と能力を充分
に発揮することのできる男女共
同参画社会の実現を目指し、
その一環として実施した。
人数11人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

　　　　施策の内容　（３）性教育の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

性教育に関す
る情報提供

健康課

小中学校への思春期・性教
育は保健福祉事務所等で
実施されており、教育現場
からの要望も少なく、マンパ
ワーも不足なため現状どお
りとする。

Ⅱ－３－（２）
Ⅱ－３－（３）

基本目標　Ⅲ多様な働き方を可能とする環境づくり

施策の基本的方向　１男女平等な雇用と職場環境の整備

　　　　施策の内容　（１）男女雇用平等の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

男女共同参画
週間、女性に対
する暴力をなく
す運動週間に
よる啓発

町民課
（企画課）

引き続き啓発活動を推進し
ていきたい。

Ⅱ－１－（１）

勤労者実態調
査の実施
（再掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

　　　　施策の内容　（２）労働に関する講座などの充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

労働講座の実
施

産業振興課 Ⅲ－１－（２）

　　　　施策の内容　（３）労働相談の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

労働相談の実
施

産業振興課 Ⅲ－１－（２）

広報紙、ホームページなどを通じて、
関係機関が実施する相談事業などの
情報を提供します。

電話相談等に対応した。 電話相談等に対応した。 電話相談等に対応した。 電話相談等に対応した。

電話相談等に対応した。相談件
数は少ないが、真摯な対応を心
がけた。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

男女共同参画週間や女性に対する
暴力をなくす運動週間を積極的に実
施することにより、男女雇用機会均等
法などの意識啓発を推進します。

広報さむかわ、レディオ湘南に
て啓発

広報さむかわ、レディオ湘南に
て啓発

広報さむかわ、レディオ湘南に
て啓発

広報さむかわ、レディオ湘南に
て啓発（ただし、男女共同参画
週間についてはレディオ湘南の
み）

広報さむかわにて啓発

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

職場環境の整備の向上が図られるよ
う、実態調査のあり方を検討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、職場環境の整備の向上が図
られるよう、実態調査のあり方を検討
する。

町内企業役２５０社を対象にアンケー
ト調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたた
め、リーマンショック以降の実態と大き
く乖離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１
２月に町内の主な自動車関連業者を
数社企業訪問して、聞き取りによる実
態把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分
野に及んだことから、町内の主要企
業数社に対して、１１月末に商工会
担当者とともに企業訪問を実施し
て、聞き取りによる町内企業の実態
把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなか
で、引き続き、アンケート調査を実施
する必要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業訪
問を実施。
※平成２３年度に予定していた「勤
労者実態調査」については、実施す
ることとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続し
て実施する予定。

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

快適な労働環境整備のための各種
講座を関係機関と合同で開催しま
す。

※神奈川県、労政問題懇話会
と共催で、「寒川町労働講座」
を実施。
参加者５８名

※神奈川県、労政問題懇話会
と共催で、「寒川町労働講座」を
実施。
参加者６２名

※神奈川県、労政問題懇話会
と共催で、「寒川町労働講座」
を実施。
参加者６２名

※神奈川県、労政問題懇話会と共
催で、「寒川町労働講座」を実施。
参加者６６名
※３市１町（鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎
市、寒川町）労働・勤労の担当者間
で、原則として各講座について、お
互いにＰＲに協力し、参加者も広域
で受講可能とする取り決めを行い、
試行的に実施している。

※神奈川県、労政問題懇話会と共催
で、「寒川町労働講座」を実施。
参加者７３名
※３市１町（鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎
市、寒川町）労働・勤労の担当者間
で、原則として各講座について、お互
いにＰＲに協力し、参加者も広域で受
講可能とする取り決めを行い、試行的
に実施している。

関係機関と連携を図りながら労働相
談を実施します。

※国・県等が実施する労働相
談について、広報等で広く町民
へＰＲを行った。

※国・県等が実施する労働相
談について、広報等で広く町民
へＰＲを行った。

※国・県等が実施する労働相談に
ついて、広報等で広く町民へＰＲを
行った。
※ハローワーク及びその管内の３
市１町（鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎
市、寒川町）などで実施する「湘南
就職面接会」に相談コーナーを設
けた。

※ハローワーク及びその管内の３
市１町（鎌倉市、藤沢市、茅ヶ崎
市、寒川町）などで実施する「湘南
就職面接会」に相談コーナーを設
けた。　　　　　　　　　　　※現状で
は、予算や相談員を含め、町単独
で労働相談を実施することは困難。

※現状では、予算や相談員を含め、
町単独で労働相談を実施することは
困難なことから、ハローワーク及び
その管内の３市１町（鎌倉市、藤沢
市、茅ヶ崎市、寒川町）などで実施
する「湘南就職面接会」に、相談コー
ナーを設置した。
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

施策の基本的方向　２多様な働き方への支援

　　　　施策の内容　（１）多様な就業形態の促進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

勤労者実態調
査の実施（再
掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

　　　　施策の内容　（２）保育環境の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

児童クラブの充
実

子育て支援課

児童クラブ入所希望者は、
増加の可能性があり、施設
整備等の検討の必要があ
る。

Ⅲ－２－（１）

延長保育の充
実

子育て支援課 Ⅲ－２－（１）

休日保育の検
討

子育て支援課

相談・情報提供
の充実

子育て支援課

相談については、年々、相
談内容が複雑・多様化して
おり、更なる関係機関との
協力体制をとる必要があ
る。

Ⅲ－２－（１）

勤労者実態調
査の実施（再
掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

就業形態の促進がより図られるよう、
実態調査のあり方を検討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、就業形態の促進の向上を図
ります。

町内企業役２５０社を対象にアンケート
調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたため、
リーマンショック以降の実態と大きく乖
離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１２
月に町内の主な自動車関連業者を数
社企業訪問して、聞き取りによる実態
把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分野に
及んだことから、町内の主要企業数社
に対して、１１月末に商工会担当者とと
もに企業訪問を実施して、聞き取りによ
る町内企業の実態把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなかで、
引き続き、アンケート調査を実施する必
要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業
訪問を実施。
※平成２３年度に予定していた
「勤労者実態調査」については、
実施することとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続
して実施する予定。

地域における留守家庭児童の健全な
育成を図るため、地域社会の理解を
得て児童クラブを委託し、放課後児
童の健全育成を年間通して実施しま
す。

保護者が労働等により放課後
昼間家にいない児童に、放課
後の適切な遊びや生活の場を
与え、児童の健全な育成を推
進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１６３人

保護者が労働等により放課後
昼間家にいない児童に、放課
後の適切な遊びや生活の場を
与え、児童の健全な育成を推
進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１７４人

保護者が労働等により放課後昼間
家にいない児童に、放課後の適切
な遊びや生活の場を与え、児童の
健全な育成を推進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１５４人
※一之宮小児童クラブ室設計委託

保護者が労働等により放課後昼間
家にいない児童に、放課後の適切
な遊びや生活の場を与え、児童の
健全な育成を推進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１５３人
※全児童クラブ、土曜日開設
※一之宮小児童クラブ室移転整備

保護者が労働等により放課後昼間家に
いない児童に、放課後の適切な遊びや
生活の場を与え、児童の健全な育成を
推進する。　　　　　　　　　　　　　　　　５施
設（５小学校区）で実施。
実績人数１３４人
※南小児童クラブを除き延長保育を実施
※寒小・南小児童クラブ室移転整備

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

町立保育園での休日保育について検
討します。

休日に保育園で保育を実施す
る事が可能か検討した。

休日に保育園で保育を実施す
る事が可能か検討していたが、
保育園の通常保育希望者が多
くなり、新規事業の実施検討が
困難となったため保留。

次世代育成支援対策行動計画
の検討段階で、Ｈ１８・１９の検
討結果を踏まえ、Ｈ２２～Ｈ２６
年度までの実施検討事業から
実施目標から外す事となる。

保護者のニーズに対応した、町立保
育園での延長保育を実施します。

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
１８年度実績　２，６１４人

　保護者の勤労形態の多様化
に対応し、延長保育を実施す
る。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
１９年度実績　２，４５２人

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
２０年度実績　３，４０６人

保護者の勤労形態の多様化に対応
し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施中
２１年度より早朝７：００より保育園を開
園する。延長保育は１時間となる。（１
８：３０～１９：００）
２１年度実績　２２，９２４人

保護者の就労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施中
２２年度実績　１７，５６４人

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、保育環境の向上を図ります。

町内企業役２５０社を対象にアンケート
調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたため、
リーマンショック以降の実態と大きく乖
離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１２
月に町内の主な自動車関連業者を数
社企業訪問して、聞き取りによる実態
把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分野に
及んだことから、町内の主要企業数社
に対して、１１月末に商工会担当者とと
もに企業訪問を実施して、聞き取りによ
る町内企業の実態把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなかで、
引き続き、アンケート調査を実施する必
要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業
訪問を実施。
※平成２３年度に予定していた
「勤労者実態調査」については、
実施することとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続
して実施する予定。

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成など子育て支援セ
ンターの充実を図るとともに、育児困
難を抱える養育者の育児不安やスト
レスに対し、自ら問題解決に取り組め
るよう支援します。

子育て相談、子育て啓発活動、子
育てサークルの育成、支援などの
事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置１
箇所）
総利用人数１２，４７３人
巡回ひろば３６５人
ＣＡＴＶ、及びＦＭレディオ湘南にて
ＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置
１箇所）
総利用人数１１，３１２人
巡回ひろば４５２人
ＦＭレディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成、支援などの事業
を実施。
子育て支援センターを開設（設置１
箇所）
総利用人数１１，６２２人
巡回ひろば４６３人
・平成２０年度より開設時間を１時間
延長し、午後４時までとした。ＦＭレ
ディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設
（設置１箇所）
総利用人数１０，６９１人
巡回ひろば６９４人

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設
置１箇所）
総利用人数１１，０００人
巡回ひろば６００人

保育環境の充実について、実態調査
のあり方を検討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
　　　　施策の内容　（3）ひとり親家庭への支援の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

ひとり親家庭へ
の支援の充実

子育て支援課 Ⅲ－２－（２）

延長保育の充
実（再掲）

子育て支援課 Ⅲ－２－（１）

休日保育の検
討（再掲）

子育て支援課

施策の基本的方向　３仕事と家庭・地域活動との両立支援

　　　　施策の内容　（１）家庭・地域活動などへの参加の促進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

相談・情報提供
の充実
（再掲）

子育て支援課

相談については、年々、相
談内容が複雑・多様化して
おり、更なる関係機関との
協力体制をとる必要があ
る。

Ⅲ－２－（１）

勤労者実態調
査の実施（再
掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

・３年ごとに実施しているた
め、急激な社会情勢の変化
に対応できない。
・調査項目が幅広くなりすぎ
ると、勤労に特化した調査
ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年実
施していくことの方が、現実
的な実態把握ができると思
われる。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

保護者のニーズに対応した、町立保
育園での延長保育を実施します。

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
１８年度実績　２，６１４人

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
１９年度実績　２，４５２人

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施　３０分
（１８：３０～１９：００）
２０年度実績　３，４０６人

保護者の勤労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施中
２１年度より早朝７：００より保育
園を開園する。延長保育は１時
間となる。
（１８：３０～１９：００）
２１年度実績　２２，９２４人

保護者の就労形態の多様化に
対応し、延長保育を実施する。
設置三カ所で実施中
２２年度実績　１７，５６４人

ひとり親医療費の助成により経済的
支援を行います。

ひとり親家庭等の人が病院等を受
診したときに支払う医療費の保険診
療分の自己負担額を助成します（所
得制限あり）。
実績
受給者数３２６世帯　　　　　　　　　８
２７人　　　　　　　　　　　　　　　　医
療費　　９，０４２件
２３，９０５，７６４円

ひとり親家庭等の人が病院等を受
診したときに支払う医療費の保険
診療分の自己負担額を助成します
（所得制限あり）。
実績
受給者数３３１世帯
８４０人
医療費　　　９，９８０件
２６，１２９，００１円

ひとり親家庭等の人が病院等を受
診したときに支払う医療費の保険
診療分の自己負担額を助成します
（所得制限あり）。
実績
受給者数３４８世帯　　　　　　　　８
８５人
医療費　　　１０，６２１件
２５，６６２，５８０円

ひとり親家庭等の人が病院等を受
診したときに支払う医療費の保険
診療分の自己負担額を助成します
（所得制限あり）。
実績
受給者数３４５世帯
８７７人　　　　　　　　　　　　　　　　医
療費　　１０，９４２件
２８，４４１，７４９円

ひとり親家庭等の人が病院等を受診
したときに支払う医療費の保険診療
分の自己負担額を助成します（所得
制限あり）。
実績
受給者数３４４世帯　　　　　　　　　　８
７８人　　　　　　　　　　　　　　　　　　医
療費　　１０，９１５件
２８，２９８，６４７円

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

町立保育園での休日保育について検
討します。

休日に保育園で保育を実施す
る事が可能か検討した。

休日に保育園で保育を実施す
る事が可能か検討していたが、
保育園の通常保育希望者が多
くなり、新規事業の実施検討が
困難となったため保留。

次世代育成支援対策行動計画
の検討段階で、Ｈ１８・１９の検
討結果を踏まえ、Ｈ２２～Ｈ２６
年度までの実施検討事業から
実施目標から外す事となる。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、地域活動などへの参加の促
進を図ります。

町内企業役２５０社を対象にアンケート
調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたため、
リーマンショック以降の実態と大きく乖
離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１２
月に町内の主な自動車関連業者を数
社企業訪問して、聞き取りによる実態
把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分野に
及んだことから、町内の主要企業数社
に対して、１１月末に商工会担当者とと
もに企業訪問を実施して、聞き取りによ
る町内企業の実態把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなかで、
引き続き、アンケート調査を実施する必
要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業
訪問を実施。
※平成２３年度に予定していた
「勤労者実態調査」については、
実施することとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続
して実施する予定。

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成など子育て支援セ
ンターの充実を図るとともに、育児困
難を抱える養育者の育児不安やスト
レスに対し、自ら問題解決に取り組め
るよう支援します。

子育て相談、子育て啓発活動、子
育てサークルの育成、支援などの
事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置１
箇所）
総利用人数１２，４７３人
巡回ひろば３６５人
ＣＡＴＶ、及びＦＭレディオ湘南にて
ＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置
１箇所）
総利用人数１１，３１２人
巡回ひろば４５２人
ＦＭレディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成、支援などの事業
を実施。
子育て支援センターを開設（設置１箇
所）
総利用人数１１，６２２人
巡回ひろば４６３人
・平成２０年度より開設時間を１時間
延長し、午後４時までとした。ＦＭレ
ディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設
（設置１箇所）
総利用人数１０，６９１人
巡回ひろば６９４人

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設
置１箇所）
総利用人数１１，０００人
巡回ひろば６００人

男女がともに家庭。地域活動などへ
の参加出来るよう、実態調査のあり
方を検討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績
　　　　施策の内容　（２）育児・介護休業などの制度の周知及び普及の促進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

勤労者実態調
査の実施（再
掲）

産業振興課 Ⅰ－１－（１）

勤労者実態調
査のあり方の検
討（再掲）

産業振興課

　　　　施策の内容　（３）地域での子育て支援の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

相談・情報提供
の充実（再掲）

子育て支援課

相談については、年々、相
談内容が複雑・多様化して
おり、更なる関係機関との
協力体制をとる必要があ
る。

Ⅲ－２－（１）

児童クラブの充
実（再掲）

子育て支援課

児童クラブ入所希望者は、
増加の可能性があり、施設
整備等の検討の必要があ
る。

Ⅲ－２－（１）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況
・３年ごとに実施している
ため、急激な社会情勢の
変化に対応できない。
・調査項目が幅広くなりす
ぎると、勤労に特化した調
査ができなくなる。
・企業訪問などにより直接
的な聞き取り調査を毎年
実施していくことの方が、
現実的な実態把握ができ
ると思われる。

育児、介護休業などの制度が周知や
普及されているか、実態調査のあり
方を検討します。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の調査項目に
ついて検討した。

勤労者実態調査の実施に伴
い、全庁的に質問内容につい
ての意見を聞き、改善を加えて
調査を実施した。

景気低迷による予算不足のな
かで、引き続き、アンケート調査
を実施する必要性があるのか
を検討した。

景気低迷による予算不足の中で、
引き続きアンケート調査を実施す
る必要性があるか検討した結果、
平成２３年度実施予定「勤労者実
態調査」は実施することとした。
※出来る限り、雇用・労働条件の
関係についての設問を充実する
方向で検討を進める。

町内事業所に勤務する労働者の実
態を明らかにし、今後の労働行政の
基礎資料とすることを目的に３年ごと
に実施し、その結果を通知することに
よって、制度の周知や普及の推進を
図ります。

町内企業役２５０社を対象にアンケート
調査を実施した。
※７月１日を調査の基準日としたため、
リーマンショック以降の実態と大きく乖
離している状況にある。
※緊急対応として、輸出（特に自動車
産業）が問題となっていたことから、１２
月に町内の主な自動車関連業者を数
社企業訪問して、聞き取りによる実態
把握に努めた。

※今年度は、不況業種が全ての分野に
及んだことから、町内の主要企業数社
に対して、１１月末に商工会担当者とと
もに企業訪問を実施して、聞き取りによ
る町内企業の実態把握に努めた。
※景気低迷による予算不足のなかで、
引き続き、アンケート調査を実施する必
要があるのかを検討した。

※平成２２年度も、継続して企業
訪問を実施。
※平成２３年度に予定していた
「勤労者実態調査」については、
実施することとした。
※平成２３年度も企業訪問を継続
して実施する予定。

保護者が労働等により放課後昼間家
にいない児童に、放課後の適切な遊
びや生活の場を与え、児童の健全な
育成を推進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１５３人
※全児童クラブ、土曜日開設
※一之宮小児童クラブ室移転整備

保護者が労働等により放課後昼間家に
いない児童に、放課後の適切な遊びや
生活の場を与え、児童の健全な育成を
推進する。　　　　　　　　　　　　　　５施
設（５小学校区）で実施。
実績人数１３４人
※南小児童クラブを除き延長保育を実
施
※寒小・南小児童クラブ室移転整備

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成など子育て支援セ
ンターの充実を図るとともに、育児困
難を抱える養育者の育児不安やスト
レスに対し、自ら問題解決に取り組め
るよう支援します。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援など
の事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置
１箇所）
総利用人数１２，４７３人
巡回ひろば３６５人
ＣＡＴＶ、及びＦＭレディオ湘南に
てＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設置
１箇所）
総利用人数１１，３１２人
巡回ひろば４５２人
ＦＭレディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、子育
てサークルの育成、支援などの事業
を実施。
子育て支援センターを開設（設置１
箇所）
総利用人数１１，６２２人
巡回ひろば４６３人
・平成２０年度より開設時間を１時間
延長し、午後４時までとした。ＦＭレ
ディオ湘南にてＰＲした。

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設
（設置１箇所）
総利用人数１０，６９１人
巡回ひろば６９４人

子育て相談、子育て啓発活動、
子育てサークルの育成、支援な
どの事業を実施。
子育て支援センターを開設（設
置１箇所）
総利用人数１１，０００人
巡回ひろば６００人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

公民館講座の
実施（再掲）

公民館講座を通じて、家庭教育にお
ける親子のコミュニケーションづくりと
子どもの健やかな成長、心豊かな想
像力を育むことを目的とし、家庭教育
の充実を図ります。（親子ふれあい教
室など）

公民館

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２９人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

地域における留守家庭児童の健全な
育成を図るため、地域社会の理解を
得て児童クラブを委託し、放課後児
童の健全育成を年間通して実施しま
す。

保護者が労働等により放課後
昼間家にいない児童に、放課
後の適切な遊びや生活の場を
与え、児童の健全な育成を推
進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１６３人

保護者が労働等により放課後
昼間家にいない児童に、放課
後の適切な遊びや生活の場を
与え、児童の健全な育成を推
進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１７４人

保護者が労働等により放課後昼間
家にいない児童に、放課後の適切な
遊びや生活の場を与え、児童の健
全な育成を推進する。
５施設（５小学校区）で実施。
実績人数１５４人
※一之宮小児童クラブ室設計委託

＜初心者リズム体操教室＞
身体に合わせたリズムに乗って
体操することにより、健康増進
を図った。
全2回　延べ人数40人

＜リズムストレッチ体操教室＞
リズムに合わせてストレッチ体操
をして健康増進を図った。
全３回　延べ人数４６人

健康づくりに関する講座
や子育て支援に繋がる
講座は実施できたが、家
庭での男女平等教育の
推進にかかる講座の実
施が少なかった。男女平
等教育とは何かを含め、
講座の実施について検
討する必要がある。

＜健康セミナー＞
丈夫な体をつくり健康について
考えた。　　　　　　　　　　　人数
１８人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　　人数
１５人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　全2回
延べ人数３２人

　＜ジュニア料理教室＞
家庭で作る簡単料理を習い、家
事に親しみ栄養の大切さを学
ぶ。
全2回　延べ人数19人

＜子ども茶会＞
五感のすべてを使って楽しむ茶
道の世界を学び、和の空間で茶
会を体験した。
全１回　人数１２人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさ
ばき方と料理をした。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさば
き方と料理をした。
人数１７人

＜男の料理教室＞
男女がお互い尊重し、性別に
関係なくその個性と能力を充分
に発揮することのできる男女共
同参画社会の実現を目指し、
その一環として実施した。
人数11人

Ⅱ－３－（１）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

基本目標　Ⅳ男女共同参画社会への意識づくりと教育の推進

施策の基本的方向　１男女共同参画への意識づくりの推進

　　　　施策の内容　（１）男女共同参画に関する意識啓発の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

パパ・ママ教
室、母親教室の
開催（再掲）

健康課

Ｈ２１年度参加率36.1%、Ｈ
２２年度37.7%で40%台に達
していない。理由の一つと
して夏冬の参加率が低い
ことが考えられるので、そ
の時期の対象者には電話
か文書にて参加を促す等
で参加率40%を目指した
い。

Ⅱ－３－（１）
Ⅱ－３－（２）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）

育児教室 健康課

教室以外の場で保護者
に対し、スキンシップの
大切さやその方法、機会
を見つけて大切さを伝え
ていくようにします。

Ⅱ－３－（１）

生涯学習講座
などの実施

生涯学習課

受講者はある程度意識
を持った人であり、本来
必要とする人が受講して
いない傾向にある。

Ⅳ－１－（２）

　　　

　　　　施策の内容　（２）男女共同参画に関する情報提供

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

生涯学習講座
などの実施（再
掲）

生涯学習課

受講者はある程度意識
を持った人であり、本来
必要とする人が受講して
いない傾向にある。

Ⅳ－１－（２）

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会３回開
催　　　　　参加者数１１４人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１４６人
＜人権教育講演会＞
２回開催延べ３１人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２５人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会２回開催
参加者数７５人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１５８人
＜人権教育講演会＞
１回開催延べ１８人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２１人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況

保護者が乳児にスキンシップをするこ
とで、乳児と保護者の間の愛着形式
を促す知識と技術を提供します。

年４回ベビーマッサージ教室を
開催した。
参加者数
母７９人　　　父２人

年４回ベビーマッサージ教室を
開催した。
参加者数
母８６人　　　父０人

年４回ベビーマッサージ教室を
開催した。
参加者数
母１０４人　　　父１人

ベビーマッサージ教室は２０年
度で終了。
スキンシップの大切さの普及や
具体的な方法の一つとしてのベ
ビーマッサージの仕方は、新生
児・乳児訪問を通じて実施し
た。

介護講習への
男女の参加支
援

認知症介護教室や家庭介護教室な
どを開催し、男女がともに介護を担う
といった意識啓発を推進します。

高齢介護課

＜家族介護教室＞
２コース　全６回
・実人数不明
（男　不明　　　女不明）　　　　　　　・
延べ人数３０人
（男　不明　　　男　不明）　　　　　＜
認知症高齢者介護教室＞　　　　　２
コース　全８回（２×４）
（２コース合同開催１回あり、実開催
は７回）
・実人数１７人
・延べ人数（男女比不明）

＜家族介護教室＞
２コース　全６回
・実人数１７人
（男　３人　　女１４人）
・延べ人数３９人
（男　７人　　女３２人　）　　　　　＜
認知症高齢者介護教室＞
１コース　全８回　　　　　　　　　　・
実人数１０人
・延べ人数４６人
（男女比不明）

＜家族介護教室＞
１コース　全３回
・実人数８人
（男　０人　　女８人）
・延べ人数１６人
（男　０人　　女１６人　）
＜認知症高齢者介護教室＞２
コース　全８回（２×４）
・実人数３５人
・延べ人数８５人　　　　　　　（男
女比不明）

新生児・乳児訪問や父親・母親
教室の中で、父母に対し子ども
とのスキンシップの大切さを伝え
ている。

２２年度実施状況

妊娠中の健康管理、赤ちゃんのお世
話の仕方、沐浴実習、お産のすすみ
方、仲間づくり、妊娠中の栄養、食事
記録のチェックやグループワークを行
います。

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７６人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　５６人
夫実人数　４８人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６０人
夫実人数　５４人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６５人
夫実人数　６０人

年間４コース開催
母親教室とパパママ教室をドッキン
グさせ、父親・母親教室に名称変更
した。どの日程でも父親の参加を呼
びかけ、沐浴の指導は日曜日に開
催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　７４人
夫実人数　５１人

年４回コース開催
昨年同様沐浴指導は日曜日に
開催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　６９人
夫実人数　５３人

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

ＰＴＡ指導者研修会や家庭教育講演
会・人権連続講座・人権セミナーを開
催し、男女共同参画の意識付を図り
ます。

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・校外３回開催
参加者数１０３人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１１２人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者８人
＜人権教育連続講座＞
３回開催　延べ１３人
＜人権教育セミナー＞
１回開催　参加者数１３人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・校外３回開催
参加者数１００人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１２９人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２２人
＜人権教育連続講座＞
３回開催　延べ５２人
＜人権教育セミナー＞
１回開催　参加者数７人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会３回開
催　　　　　参加者数１０４人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１３５人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者１３人
＜人権教育セミナー＞
２回開催　参加者数６９人

ＰＴＡ指導者研修会や家庭教育講演
会・人権連続講座・人権セミナーを開
催し、男女共同参画の意識付を図り
ます。

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・校外３回開催
参加者数１０３人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１１２人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者８人
＜人権教育連続講座＞
３回開催　延べ１３人
＜人権教育セミナー＞
１回開催　参加者数１３人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・校外３回開催
参加者数１００人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１２９人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２２人
＜人権教育連続講座＞
３回開催　延べ５２人
＜人権教育セミナー＞
１回開催　参加者数７人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会３回開
催　　　　　参加者数１０４人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１３５人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者１３人
＜人権教育セミナー＞
２回開催　参加者数６９人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会３回開
催　　　　　参加者数１１４人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１４６人
＜人権教育講演会＞
２回開催延べ３１人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２５人

＜ＰＴＡ指導者研修会＞
役員研修会・全体会・広報部会２回開催
参加者数７５人
＜湘南三浦地区指導者セミナー＞
参加者数１５８人
＜人権教育講演会＞
１回開催延べ１８人
＜家庭教育講演会＞
１回開催　参加者２１人

＜家族介護教室＞
１コース　全３回
・実人数１２人
（男　２人　　女１０人）
・延べ人数２０人
（男　４人　　女１６人　）
＜認知症高齢者介護教室＞
１コース　全３回
・実人数不明　　　　　　　　　　　・
延べ人数２４人　　　　　　　（男
女比不明）

＜家族介護教室＞
１コース　全３回
・実人数２７人　　　　　　　　　　（男
７人　　女２０人）　　　　　　　・延べ
人数３９人　　　　　　　　　（男　８人
女３１人　）　　　　　＜認知症高齢
者介護教室＞　　１コース　全３回
・実人数不明
・延べ人数２９人
（男女比不明）

・家庭における介護は、家
事とともに女性が多く携わっ
ている状況にあるが、男性
介護者も年々増加している
と推測される。しかしなが
ら、当該事業への男性参加
実績には繋がっていない。
広報等で行っている事業の
開催・参加案内時に、男性
の方が参加しやすい表現や
配慮が必要。

健康づくりに関する講座
や子育て支援に繋がる
講座は実施できたが、家
庭での男女平等教育の
推進にかかる講座の実
施が少なかった。男女平
等教育とは何かを含め、
講座の実施について検
討する必要がある。

＜健康セミナー＞
丈夫な体をつくり健康について
考えた。　　　　　　　　　　　人数
１８人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　　人数
１５人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　全2回
延べ人数３２人

　＜ジュニア料理教室＞
家庭で作る簡単料理を習い、家
事に親しみ栄養の大切さを学
ぶ。
全2回　延べ人数19人

＜子ども茶会＞
五感のすべてを使って楽しむ茶
道の世界を学び、和の空間で茶
会を体験した。
全１回　人数１２人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさ
ばき方と料理をした。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさば
き方と料理をした。
人数１７人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２９人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

＜初心者リズム体操教室＞
身体に合わせたリズムに乗って
体操することにより、健康増進
を図った。
全2回　延べ人数40人

＜リズムストレッチ体操教室＞
リズムに合わせてストレッチ体操
をして健康増進を図った。
全３回　延べ人数４６人

公民館講座の
実施（再掲）

公民館講座を通じて男女共同参画の
意識づくりを図ります。（おとこの料理
教室、環境セミナー、料理講座、古典
文学講座など）

公民館

Ⅲ－２－（３）

Ⅱ－３－（１）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

＜男の料理教室＞
男女がお互い尊重し、性別に
関係なくその個性と能力を充分
に発揮することのできる男女共
同参画社会の実現を目指し、
その一環として実施した。
人数11人
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

施策の基本的方向　２家庭や学校などでの男女平等教育の推進

　　　　施策の内容　（１）家庭での男女平等教育の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

パパ・ママ教
室、母親教室の
開催（再掲）

健康課

Ｈ２１年度参加率36.1%、Ｈ
２２年度37.7%で40%台に達
していない。理由の一つと
して夏冬の参加率が低い
ことが考えられるので、そ
の時期の対象者には電話
か文書にて参加を促す等
で参加率40%を目指した
い。

Ⅱ－３－（１）
Ⅱ－３－（２）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）

男性の意識啓
発などの講座
の実施（再掲）

男女のセミナーや男と女のおしゃれ
講座などを開催し、男性の参加を呼
びかけます。

町民課
（企画課）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全３回）
はじめてのアサーティブトレー
ニング　　　　　　　　　　　　　　平
成１８年１１月９日（木）・１６日
（木）・２２日（水）
参加者１０４名
（男１２名、女９０名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー　　　　（全３回）
子育て学級「勇気付けの子育て・
夫婦のわかち愛、思春期の子育
て」
平成１９年１１月９日（金）・１７日
（土）・２０日（火）
参加者２４名（男２名、女２１名）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
女性のためのセルフディフェン
ス　　　　　　　　　　　　　　　　平
成２１年１月２０日（火）・２７日
（火）
参加者１５名　（女性のみ）

・家庭における介護は、家
事とともに女性が多く携わっ
ている状況にあるが、男性
介護者も年々増加している
と推測される。しかしなが
ら、当該事業への男性参加
実績には繋がっていない。
広報等で行っている事業の
開催・参加案内時に、男性
の方が参加しやすい表現や
配慮が必要。

２２年度実施状況

介護講習への
男女の参加支
援（再掲）

認知症介護教室や家庭介護教室な
どを開催し、男女がともに介護を担う
といった意識啓発を推進します。

高齢介護課

＜家族介護教室＞
２コース　全６回
・実人数不明　　　　　　　　　　（男
不明　　　女不明）　　　　　　・延
べ人数３０人　　　　　　　　　（男
不明　　　男　不明）　　　　＜認
知症高齢者介護教室＞　２コー
ス　全８回（２×４）　　　　（２コー
ス合同開催１回あり、実開催は７
回）
・実人数１７人
・延べ人数（男女比不明）

＜家族介護教室＞
２コース　全６回
・実人数１７人
（男　３人　　女１４人）
・延べ人数３９人　　　　　　　（男
７人　　女３２人　）　　　　＜認知
症高齢者介護教室＞１コース
全８回　　　　　　　　・実人数１０
人　　　　　　　　　・延べ人数４６
人　　　　　　　（男女比不明）

＜家族介護教室＞
１コース　全３回
・実人数８人　　　　　　　　　（男
０人　　女８人）
・延べ人数１６人　　　　　　　（男
０人　　女１６人　）　　　　＜認
知症高齢者介護教室＞２コー
ス　全８回（２×４）
・実人数３５人
・延べ人数８５人　　　　　　　（男
女比不明）

＜家族介護教室＞　　　　　　１
コース　全３回　　　　　　　　　・
実人数１２人　　　　　　　　（男
２人　　女１０人）　　　　　　・延べ
人数２０人　　　　　　　（男　４人
女１６人　）　　　　＜認知症高齢
者介護教室＞　１コース　全３
回
・実人数不明　　　　　　　　　　　・
延べ人数２４人　　　　　　　（男
女比不明）

＜家族介護教室＞
１コース　全３回
・実人数２７人　　　　　　　　　　（男
７人　　女２０人）　　　　　　　・延べ
人数３９人　　　　　　　　　（男　８人
女３１人　）　　　　　＜認知症高齢
者介護教室＞　　１コース　全３回
・実人数不明
・延べ人数２９人
（男女比不明）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況

年間４コース開催
母親教室とパパママ教室をドッキン
グさせ、父親・母親教室に名称変更
した。どの日程でも父親の参加を呼
びかけ、沐浴の指導は日曜日に開
催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　７４人
夫実人数　５１人

年４回コース開催
昨年同様沐浴指導は日曜日に
開催した。
＜父親・母親教室＞
妊婦実人数　６９人
夫実人数　５３人

２市１町（藤沢市・茅ヶ崎市・寒
川町）広域連携事業・講演会
「共に生きるフォーラムふじさ
わ」の案内を広報さむかわに掲
載し、町民の参加を募った。

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
リラクゼーション・護身術
平成２２年１月１９日（火）・２６日
（火）
参加者１５名　　（女性のみ）

男女のためのパワーアップセミ
ナー（全２回）
護身術で守ろう、自分のこころと
からだ
平成２３年２月４日（金）・　１８日
（金）　　　　　　　　　　　　　　参加
者２５名　　（女性のみ）

・定員に対して参加者が
少ない。　　　　　　　　　・
参加できる世代が限られ
てしまう。　　　　　　　　・
土、日曜日の開催など工
夫が必要。

男と女のおしゃれ講座
心の健康考えましょう
平成１９年２月３日（土）　　　参
加者４５名　　　　　　　　　（男１
７名、女２８名）

男と女のおしゃれ講座
春休み親子クッキング教室
平成２０年３月２９日（土）　　参
加者９名　（男２名、女７名）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年３月２８日（土）
参加者１１名（男性のみ）

男と女のおしゃれ講座
男の料理教室
平成２１年１０月２４日（土）
参加者２１名（男性のみ）

２市１町藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町広域連
携事業　　　　　　　　　　　　　　　　　「男女
共同参画週間特別講演会～男女がとも
に思いやり、いきいき過ごせるまちづくり
～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２
年６月２５日（金）
講師：前千葉県知事　堂本　暁子氏

公民館講座の
実施（再掲）

公民館講座を通じて、家庭教育にお
ける親子のコミュニケーションづくりと
子どもの健やかな成長、心豊かな想
像力を育むことを目的とし、家庭教育
の充実を図ります。（親子ふれあい教
室など）

公民館

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２９人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜男の料理教室＞
家庭でできる料理教室の実習
全２回　　延べ人数２８人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

妊娠中の健康管理、赤ちゃんのお世
話の仕方、沐浴実習、お産のすすみ
方、仲間づくり、妊娠中の栄養、食事
記録のチェックやグループワークを行
います。

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７６人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　５６人
夫実人数　４８人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６０人
夫実人数　５４人

年間４コース開催
パパママ教室は土曜日開催
＜母親教室＞
妊婦実人数　７３人
夫実人数　０人
＜パパママ教室＞
妊婦実人数　６５人
夫実人数　６０人

＜初心者リズム体操教室＞
身体に合わせたリズムに乗って
体操することにより、健康増進
を図った。
全2回　延べ人数40人

＜リズムストレッチ体操教室＞
リズムに合わせてストレッチ体操
をして健康増進を図った。
全３回　延べ人数４６人

健康づくりに関する講座
や子育て支援に繋がる
講座は実施できたが、家
庭での男女平等教育の
推進にかかる講座の実
施が少なかった。男女平
等教育とは何かを含め、
講座の実施について検
討する必要がある。

＜健康セミナー＞
丈夫な体をつくり健康について
考えた。　　　　　　　　　　　人数
１８人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　　　　　　人数
１５人

＜健康セミナー＞
健康に対する意識と健康づくり
を増進した。　　　　  　　　　全2
回　延べ人数３２人

　＜ジュニア料理教室＞
家庭で作る簡単料理を習い、家
事に親しみ栄養の大切さを学
ぶ。
全2回　延べ人数19人

＜子ども茶会＞
五感のすべてを使って楽しむ茶
道の世界を学び、和の空間で茶
会を体験した。
全１回　人数１２人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、そば打
ち教室を行った。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさ
ばき方と料理をした。
人数20人

＜メンズクッキング教室＞
団塊世代の男性を対象とし、家
庭でできる料理として、魚のさば
き方と料理をした。
人数１７人

＜男の料理教室＞
男女がお互い尊重し、性別に
関係なくその個性と能力を充分
に発揮することのできる男女共
同参画社会の実現を目指し、
その一環として実施した。
人数11人

Ⅲ－２－（３）

Ⅰ－２－（２）　　Ⅲ
－２－（３）　　　Ⅳ
－１－（１）　　　Ⅳ
－１－（２）　　　Ⅳ

－２－（１）

Ⅱ－３－（１）
Ⅲ－２－（３）
Ⅳ－２－（１）
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資料番号　２ 第二次さむかわ男女共同参画プラン実施計画事業実績

　　　　施策の内容　（２）学校での男女平等教育の推進

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

　　　　施策の内容　（３）学校教育関係者への研修会の充実

事業名 担当課 課題・問題点 第３次プラン

Ⅳ－２－（２）

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況 ２２年度実施状況

個性が尊重さ
れる学習内容・
方法・指導の充
実

学習指導要領に基づく教科・道徳・特
別活動・「総合的な学習の時間」など
における個性を生かした教育活動の
推進を図ります。

学校教育課

・中学校では、選択授業で数種
類の講座を設け、生徒が自己
の興味・関心・意欲に基づいて
学習できるようにした。

・中学校では、選択授業で数種
類の講座を設け、生徒が自己
の興味・関心・意欲に基づいて
学習できるようにした。

・中学校では、選択授業で数種
類の講座を設け、生徒が自己
の興味・関心・意欲に基づいて
学習できるようにした。

・中学校体育科の授業では、種
目選択を実施し、ダンス・武道・
球技など男女の隔てなく学習で
きる機会を設けた。

・中学校体育科の授業では、種
目選択を実施し、ダンス・武道・
球技など男女の隔てなく学習で
きる機会を設けた。

・それぞれの学習が充実したも
のとなるように、教員は研修・研
究に取り組んだ。

中学校体育科の武道の
授業において、剣道の防
具等が必要個数揃えるこ
とができず、また長年使
用したために消耗してい
るものを使っている。年
齢的に男女同じ防具等
を使用することに抵抗を
感じることを考えても、武
道で使用する備品の充
実を図りたい。

・中学校体育科の授業では、種
目選択を実施し、ダンス・武道・
球技など男女の隔てなく学習で

きる機会を設けた。

・中学校体育科の授業では、種
目選択を実施し、ダンス・武道・
球技など男女の隔てなく学習で

きる機会を設けた。

・中学校体育科の授業では、種
目選択を実施し、ダンス・武道・
球技など男女の隔てなく学習

できる機会を設けた。

・小中学校ともに、総合的な学
習時間では、子供たちの興味・
関心に基づいた課題を設定して
学習に取り組んだ。

・小中学校ともに、総合的な学習
時間では、子供たちの興味・関
心に基づいた課題を設定して学
習に取り組んだ。

・小中学校ともに、総合的な学
習時間では、子供たちの興味・
関心に基づいた課題を設定し
て学習に取り組んだ。

・小中学校ともに、総合的な学
習時間では、子供たちの興味・
関心に基づいた課題を設定し
て学習に取り組んだ。

・小中学校ともに、総合的な学
習時間では、子供たちの興味・
関心に基づいた課題を設定し
て学習に取り組んだ。

・それぞれの学習が充実したも
のとなるように、教員は研修・研
究に取り組んだ。

・それぞれの学習が充実したも
のとなるように、教員は研修・研
究に取り組んだ。

・それぞれの学習が充実したも
のとなるように、教員は研修・
研究に取り組んだ。

事業概要 １８年度実施状況 １９年度実施状況 ２０年度実施状況 ２１年度実施状況

教職員の研修
などの充実

男女平等教育を含めた人権教育研
修を教職員対象に実施します。

学校教育課

・「豊かな人権感覚を育むため
に」というテーマで、参加型体
験学習を取り入れた人権教育
研修会を開催した。（講師：湘
南三浦教育事務所
社会教育主事　４１名参加）

・「個々のニーズに応じた支援教
育の進め方」というテーマで、模
擬ケース会議の演習を通して、
学校における支援体制づくりに
ついて学ぶ教職員研修会を開催
した。（講師：県立総合教育セン
ター教育相談課長、瀬戸ひとみ
氏　６３名参加）

・「気になる子の理解と対応」と
いうテーマで、支援教育の視点
に立った実践力を身につける
ための教職員研修会を開催し
た。（講師：東海大学文学部教
授　芳川　玲子氏　他　５３名参
加）

・「困った子は困っている子、今支
援教育をどうすすめるか」という
テーマで、特別支援学校におけ
る実践を学ぶ目的で教職員研修
会を開催した。（講師：県立茅ヶ
崎養護学校教諭　 　　　　　  松島
ふみ子氏、蔭山栄一氏
７０名参加）

児童・生徒の人権に関す
る研修会は、開催するこ
とができたが、男女平等
教育という視点での研修
会を行うことができな
かった。今後の教職員研
修会のテーマに男女平
等教育という視点にあっ
た研修会を盛り込んでい
く必要がある。町初任者
研修会では、児童・生徒
理解が中心となるが、男
女平等教育という視点か
らも講義ができると良
い。

・「一人ひとりの良さを認め合
い、高めあう学校を目指して」を
テーマにした、県研究指定校の
実践を学ぶビデオフォーラムを
開催した。（講師：相模原市立
田奈中学校教諭　佐藤久雄
氏、渡辺浩氏、４４名参加）

・「子どもたちとのよりよい人間
関係を構築するには」という
テーマで、大和市立鶴間中での
実践を学ぶ教職員研修会を開
催した。（講師：元大和市立鶴
間中学校長　手塚文雄氏　４７
名の参加）

・町初任者研修会で「教職員と
して人権教育を進めるにあたっ
て」の講義を行った。

・町初任者研修会で「教職員と
して人権教育を進めるにあたっ
て」の講義を行った。

・町初任者研修会で「いじめの事
例研修会」を行い、児童、生徒の
人権について研修を深めた。ま
た、「支援教育」についての講義
を行い、その後、ことばの教室、
相談指導教室を見学し、説明を
受けた。（初任者　１２名）

・「カウンセリングマインドの向
上のために」というテーマで、
ワークショップを取り入れた実
技研修として教職員研修会を
開催した。（講師：寒川中学校
スクールカウンセラー、中野早
苗氏　３９名参加）

・セクシャルハラスメントの防止
を含めた児童生徒指導上の諸
問題への対応をまとめ、「児童
生徒指導ハンドブック」として作
成した。日々の指導の方針とし
て活用していただくよう、町内
小中学校の全教職員へ配布し
た

・「子どもの自尊感情を育てる～
いじめの連鎖を断つために～」
というテーマで、教職員だけで
なく全町民を対象として教育講
演会を開催した。（講師：ノンフィ
クションライター　北村年子氏
９１名  参加）

２２年度実施状況

・それぞれの学習が充実したも
のとなるように、教員は研修・
研究に取り組んだ。

・「通常級における課題をもつ子ど
もへの指導・支援の具体」という
テーマで、特別支援教育に関する
教職員研修会を開催した。（講師：
東京学芸大学准教授　　　　　小笠
原恵氏　７０名参加）

・町初任者研修会で「教職員と
して人権教育を進めるにあたっ
て」の講義を行った。
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